
 

 英米文学翻訳家。主に児童書、青少年向け図書を中心に訳す。 

 主な訳書に『龍のすむ家』シリーズ、『モンタギューおじさんの怖い話』、  

『ジャングル・ブック』、『パディントン、テストをうける』『月のケーキ』、『夜フクロウと 

ドッグフィッシュ』、『ロビン・フッドの愉快な冒険』（光文社古典新訳文庫）など。 

 共著に『１２歳からの読書案内 海外作品』『今すぐ読みたい！ １０代のためのＹＡブック 

ガイド１５０！』、『13歳からの絵本ガイド YAのための 100冊』など。  

親しみやすい海外文学を紹介する小冊子『ＢＯＯＫＭＡＲＫ』の共同編集者。 

 

 

物語に出てくる食べ物はどうしてあんなに食べたくなるの？ 
バタつきパン、プーのはちみつ、クランペット、クリスマスプディング… 

児童文学には美味しそうなものがたくさん登場します。 

中にはあぶらみプディング、羊の胃袋に内臓を詰めたもの――なんて 

ちょっと不気味に思えるものも。そんな「美味しいもの」をキーワードに 

大人から子どもまで楽しめる児童文学を紹介します。 

開催日   令和２年   月   日（日） 

時  間   午後2 時～午後3 時３０分 （開場は午後 1時４５分） 

会  場    平和台図書館・３階会議室  

定  員    １５名 

申込み       月     日（金）から受付け開始 

          カウンターまたは電話 ※先着順 

 


